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ロセス、すなわち、「割り当てと排除 (allocation and exclusion)」、「人間の社会的生産 (the social production 
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１） 集団性を変数として捉えるとは、あるカテゴリーが「集団」として用いられる性質や程度が、文脈によって可変的
であると考えることである。例えば、戦争時と普段のコミュニケーションの中で使われる「ネーション」ではその
集団性の程度が違うであろう。詳しくは Brubaker(2002,2004,2009)佐藤 (2017)を参照。
２） 日本では主に国家やネーションの研究で著名な社会学者佐藤成基によってブルーベイカーおよび認知的視座が紹介
されている。認知的視座については佐藤 (2017)において詳しく解説、考察されている。本書『差異の根拠』は論文
集となっており、第６章「移民、メンバーシップ、国民国家」第７章「ナショナリズム、エスニシティ、近代」の
日本語訳が『グローバル化する世界と「帰属の政治」』(Brubaker2016)に収載されている。第５章「「ディアスポラ」
のディアスポラ」が『ディアスポラから世界を読む』(臼杵ほか 2009)に日本語訳が収載されている。
３） “moment” の訳語に関しては、本書においては、「瞬間」「時機」などの時間的意味よりもむしろ力学的な「運動を
起こさせる傾向」といった意味を持つと考えられるため「モーメント」としている。
